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知識・技能

<学習上の課題>
苦手意識のある児童に向けた個別支援及び学力
上位の児童を伸ばす手立ての両立
<指導上の課題>
既習事項を振り返ったり、学びをつなげたりする
時間の確保。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

学習内容の理解や把握のためにデジタル教材を活用し、児童の学
習履歴を確認し、個別の手立てを考える時間を月に1回程度設定
する。授業では授業中に児童が自ら学びを振り返る時間を設定
し、次の学びに生かせるようにする。また、振り返りをふまえ、授業
において、児童とともに必要感のある課題を設定したり、児童が主
体的に課題を解決したりする場を設定する。【学校評価児童質問
「学習内容はよくわかりますか」の肯定的回答90％以上】

思考・判断・表現

授業の中で必ず自分の意見をもつ時間や書き方の例を示したり、
根拠や理由について児童に考えさせる活動を取り入れる。また、
活動の中に共同編集を位置付け、協働的な学びを通して考えたり
表現したりすることができるようにする。【R6さいたま市学習状
況調査「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができていますか。」の質問項目で肯
定的回答の割合が８５％以上】。

<学習上の課題>
国語・算数の「思考・判断・表現」の記述式問題の
無回答率に課題がある。
<指導上の課題>
思いや考えを様々な形で表現し、多様性を認め
合える学習環境の醸成。

授業改善策【評価方法】
③

評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況

B

B

変更なし

変更なし

業前に週１回程度実施している基礎基本の時間を活用
し、基礎的な学習内容の定着を目指して取り組んでい
る。ICTを活用した学習履歴の確認をする時間の確保が
課題となっている。児童の学習理解の定着を目指し、教
員一人ひとりが手立てを考え授業公開をするなど、学校
課題研修の授業実践に取り組んでいる。

知識・技能

思考・判断・表現

学級経営を基盤とした授業づくりを心がけるようにして
いる。授業中はモデルを提示し、自分の目標や意見を
もって授業に参加できるようにしている。また、直接コ
ミュニケーションをとったり、ICTを活用したりして考え
を共有することで自分の考えが深められるよう支援をし
ている。

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

国語、算数ともに、国や県の平均、過去３年間の本校の平均正答率と比較すると大きく上回っており、概ね理解してることが
伺える。一方で、国語では、漢字を文中で正しく使うことができるかどうかをみる問題と文の中における主語と述語との関係
を捉えることができるかどうかをみる問題に課題がみられた。習得する漢字が増えると同音異義語の判断が課題になる。文
の中で意味をとらえ、漢字を選択できる力を身に付けさせたい。主語・述語の関係は日常の会話でわかっていても聞き返す
など、定着を図る指導の努力が必要と考える。このような点をふまえ、朝学習の基礎基本の時間では、ICTを活用し課題とさ
れる領域について発達段階に応じた問題を扱い、定着を確認する。また、思考力、判断力、表現力に活用できる知識及び技能
の定着を授業を通して充実させたい。

思考・判断・表現

国語、算数ともに、国や県の平均、過去３年間の本校の平均正答率と比較すると大きく上回っていたが、今年度の本校の平均
正答率を下回っていた。国語では「話すこと・聞くこと」の領域の問題において課題がみられた。複数の資料を用いて自分の考
えを組み立てることを学年の発達段階に応じて授業中に意識していく必要があると考える。
算数では球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え立え方体の体積の求め方を立式できるかどうかみる問題で
は、必要のない条件を用いた誤答が多く、情報の精査に課題がみられた。また、速さやグラフの読み取りの問題では言葉と数
で記述する問題の正答率が約半数にとどまった。算数における言語表現の定着を授業を通して充実させたい。

⑥ 次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【桜木小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


